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警 察 及 び 消 防

〔　警　察　〕

　本村における交通人身事故発生件数は平成 29年 12月末現在で、67件

発生しており、前年よりわずかに減少しているが、ここ数年は横ばい状

態となっている。一方石川署管内での交通人身事故発生総件数は、164

件でうち本村が 41％を占め、国道 58 号線での事故がその要因となって

いる。

　本村における刑法犯認知数は、44件で石川署管内の22％となっており、

うるま市石川に次いで多い数値となっている。また検挙数は本村で28件、

石川署管内の 20％となっており、こちらもうるま市石川に次いで多い数

値となっている。しかし石川署管内の刑法犯の認知・検挙状況は平成 24

年の 344 件に比べ年々減少し、平成 28年では 200 件（42％）の減少傾

向をみせている。

〔　消　防　〕

　金地区消防本部の資料によると、平成 28年 12 月現在で本村で発生し

た火災件数は 14件で、金武地区管内の 48％を占めている。

　事故による救急搬送の状況は、平成 28年 12 月現在で本村は、973 件

と 3町村の中では最も多く、本村は交通事故の多発がその要因となって

いる。
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⑴ 石川署管内交通事故発生状況

⑵ 石川署管内市町村別交通事故発生状況
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⑶ 刑法犯認知件数及び検挙率
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